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 Content-Based Instruction（以下 CBI）は、Richards & Rodgers（2001: 204）
が、以下のように定義している。 
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CBI refers to an approach to second language teaching in which 
teaching is organized around the content or information that students 





を中心にカリキュラムを構成する Theme-Based Language Instruction や、
「ビジネス日本語」「接客業務の日本語」といった、学習者が目指す特定
の目的に合わせた Language for Specific Purposes や Japanese for Professional 





まり見られないようである。Brinton, Snow & Wesche（1989: 181）は、CBI
について、そのカリキュラムのデザインや実施の研究に比べて、評価の面
での研究はあまり行われていないということを指摘している。その後、
Stryker & Leaver（1997）が、多くの CBI のモデルケースの報告を集めた
本を出版しており、その中で、言語習得の成果を測定したものがいくつか
出ている程度である。 




It is the teaching of content or information in the language being learned with 
little or no direct or explicit effort to teach the language itself separately from 
the content being taught. 















Stryker & Leaver（1997）の著書が挙げられる。Stryker & Leaver（1997）で
報告されている研究の主なものは、表 1にまとめてある。この中で扱われ
た言語は、フランス語やスペイン語を始め、アラビア語、インドネシア語、
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1984 52% of 0 rose to 3 
1985 83% of 0 to 3 
Klee & Tedick 
Spanish 
U of Minnesota 









1 semester Increase by 1 to 1.5 levels 
Chadran & Esarey 
Indonesian 
FSI 




（Foreign Service Institute）や DLI（Defense Language Institute）といった米
国連邦政府の言語研修機関のプログラムについてのものであることは、特
筆すべきである。これら FSI や DLI での学習者は、職業の一環として、
ほぼ毎日数時間集中的に言語を学んでいる。例えば、FSI などでは毎日 6
時間とされているので、週に 30 時間、10 週で 300 時間の学習時間に達す
る。普通の大学では、3 学期制を例に考えると、4 単位のコースであれば、
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得ないだろう。Chadran & Esarey（1997: 232-233）は、インドネシア語の
CBIを 1学期間実施したが、コースの始めに 2/2+（上級）レベルだった学
習者が、もっとも言語の熟達度の伸びが大きかったと報告している。 
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らである。まず、ディスカッションの場合、3～4 人を一つのグループと






























































































 1980 年代に CBI が登場したことを考えると、日本語の CBI について評
価に焦点をあてた研究調査は、いまだ少ない。日本語学習者の底辺が広が
ったことを踏まえると、これから、日本学分野との連携もますます盛んに











化したものである。ILRと ACTFLの基準は、表 2のように呼応している。 
 
     表 2 ILR基準と ACTFL基準の対照表 
ILR基準 ACTFL基準 
5 [Functionally Native Proficiency] 
超級 Superior 4 [Advanced Professional Proficiency] 
3 [General Professional Proficiency] 
2 [Limited Working Proficiency] 上級 Advanced 
1 [Elementary Proficiency] 中級 Intermediate 
0 [No Proficiency] 初級 Novice 
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